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１．はじめに 
第二東名伊佐布インターチェンジ橋（鋼上部工）工事は伊佐布 IC（仮称）に位置する第二東名高速へのア

クセス道路としての伊佐布１号高架橋と一般道路への出入口となるランプ橋の架設工事である．架設地点は

小高い山に囲まれた谷に位置しており，伊佐布 1 号高架橋については送出し架設工法，他のランプ橋につい

ては大型クレーンによる大ブロック架設工法を採用した．送出し架設は鋼桁をヤードにて地組，溶接の実施

後に送出す架設工法であるが，地組ヤードとの関係から４％の下り方向への架設となった．下り勾配の送出

し架設は国内であまり例がなく，鋼桁の逸走防止設

備としておしみケーブルなどの設置を含め，安全設

備の評価を行い対応した．また上り線の送出し架設

は主桁本数が３本主桁であり，桁剛性もそれぞれ異

なる（図-2 参照）．そのため構造的に反力のアンバ

ランスが生じやすい構造となっており，各主桁のジ

ャッキ支持点における反力が設計値と一致しないケ

ースが考えられた．特に３主桁中央の鋼桁の高さ管

理を誤ると大きな反力が中央の鋼桁に集中し腹板が

座屈する事も考えられたため１），反力管理を計測室

にて集中的に管理する対応策を実施した．本論では

安全設備の評価とこれらの反力管理手法にについて

計測結果も踏まえて報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

２．安全設備の評価 

４％の下り方向への送出し架設に対しては鋼桁の逸

走防止設備としておしみケーブルなどの設備の安全評

価を実施した．設備照査荷重としては送出し作業時に

風速 16m/s の風荷重による荷重と摩擦力を考慮せずに

重力加速度の勾配から計算された荷重の合力を設計荷

重とした．逸走防止設備としては，図-3 のように主桁

とおしみ架台を PC 鋼線により連結する設備として，PC

鋼線は１Ｓ28.6×２本を設置して橋軸方向照査荷重に

対して十分な耐力がある事を確認し，おしみジャッキ

としては 50ton センターホールジャッキを設置，ストロークは送出しジャッキのストロークと一致させて，送

出し作業に追従させることとした．また油圧機構が機能しな

くてもくさび効果によりＰＣ鋼線の抜けは起きない構造と

した．（図-4参照） 
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図-１ 伊佐布１号高架橋送出し架設全景 
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おしみ架台の安全評価は架台を構成する頂部梁およびベ

ント柱，ゲビンデスターブおよびケミカルアンカー，ジェ

ットアンカーの各部材に対して安全評価を実施した．頂部

梁とベント柱を組立てﾎﾞﾙﾄで連結された架台には PC 鋼線

の作用力により曲げモーメントと軸力が作用し，ベント架

台の上揚力に対してはゲビンデスターブで押さえケミカル

アンカーでコンクリート基礎に力を伝える構造とした．ジ

ェットアンカーについてはベント架台に作用する水平力の

みをコンクリート基礎に伝える構造とした． 

３．計測室によるジャッキ反力の一元管理 
 ２主桁の直線橋の送出し架設などにおいては，各主桁の反

力は，ほぼ均等に作用するため通常は橋軸方向の反力バラン

スのみを管理すれば安全な架設が実施可能であり，従ってジ

ャッキオペレーターが油圧ポンプのメーターを確認しながら

ジャッキストロークにて反力バランスをとる手法も可能であ

る．しかしながら，伊佐布１号高架橋は曲線３主桁橋であり，

１つのジャッキ高さを誤ると，大きなアンバランスが生じて

他のジャッキに許容値を超える反力が生じる危険があるため，

圧力変換機による反力の確認，高さ調整の指示を計測室にて

一元管理する手法を採用した． 
５．高さ調整プログラムによる反力調整 

 反力調整は送出しジャッキが反力を受けて移動

する前に計測室から指示により実施した．具体的

な方法としてはライナー材を挿入することによる

強制変位で反力を設計値に近づける手法を採用し

た．調整ライナーの高さ決定の際に各支点の高さ

調整は全ての支点反力に影響を与えることから、

単位変形に対する影響線解析を事前に実施してそ

の結果を調整プログラムに反映する事により，反

力のアンバランスが生じた時にも的確に各ジャッ

キの高さ調整量を指示する事が可能となった 

（図-5、図-6 参照）． 

 

６．反力管理による効果 

本橋梁は前述したように構造的に反力のアンバランスが生じやすく，実際の工事においても製作キャンバ

ー誤差などにより反力調整が何度も必要とされた．本工事では特にヤード内から河川に送出す際に，ヤード

内の送出しジャッキと送出し桁の反力切り作業が発生し，その時のジャッキアップ量及びライナー調整量の

算出の際に最も効果を発揮した．また計測室の実績としては，これらのシステムを利用する事により反力確

認から高さ調整指示までの一連の作業を全て５分以内の検討で達成できた． 

７．おわりに 

伊佐布１号高架橋の送出し架設については下り勾配の送出し，3 主桁曲線橋という事で本論のような逸走

設備の安全評価及び反力管理を実施した．今後の送出し架設工事においても地組ヤードの関係から下り勾配

の送出し架設を実施する工事は増加すると考えられ，また架設条件の制約や路面線形により，構造的にアン

バランスの生じやすい鋼桁の送出し架設工事は増加してくると考えられ，それらの工事を計画，管理する上

で本論が参考になれば幸いである． 
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図-６ 高さ調整プログラム画面 
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